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「段ボール＆新聞紙で遊ぼう」
　段ボールを切ったり貼ったりして、
好きな家やお店を作ろう。
　そして、それらをつなげて自分たち
の街を作っちゃおう。
　園児や小学生、お母さんの参加をお
待ちしています。一緒に遊んでくれる
中高生のサポーターも募集中です。
と９月14日㈯
　午後１時30分～４時30分
ばありえコレジヨホール
り３００円（当日徴収）
も電話またはメール（氏名、学校名学
　年を明記）で申し込みください。
し９月 12 日㈭
●持参品…水筒、好きな広告紙・素材
など
問余暇活動促進サークル
　PIECE CHUM　代表　喜久
　☎０９０（１９２４）４９１５
　Eメール：piece.chum@gmail.com

島原公証役場移転
　島原公証役場は、９月17日㈫から
場所を移転し、新事務所で業務を行い
ます。
　従来どおり、遺言のほか任意後見、
不動産賃貸借、金銭消費貸借、離婚、
尊厳死宣言など公正証書の作成や、会
社・法人設立のための定款認証に利用
ください。
●移転先住所…〒855－0034　島原
市田町６７５番地６（国道２５１号
線沿い、宮ノ丁バス停から徒歩２分、
島原駅から徒歩５分）
問島原公証役場
　☎０９５７（６２）７８２２

長崎県ひきこもりシンポジウム
　県では、平成25年度からひきこも
り地域支援センターを長崎こども・女
性・障害者支援センターと各県立保健
所に開設しました。その開設記念のシ
ンポジウムを開催します。ひきこもり
の方への支援を考える機会として、気
軽にご参加ください。
と10月６日㈰　午前10時～午後３時
ば長崎原爆資料館ホール
対ひきこもりのご本人、家族、ひきこ
もりの方への支援者
も不要
り無料
問長崎県ひきこもり地域支援センター
　☎０９５（８４６）５１１５

がん検診無料クーポン券で
受診しよう

対・子宮がん検診
　　21、26、31、36、41歳の女性
　・乳がん検診
　　41、46、51、56、61歳の女性
　・大腸がん検診
　　41、46、51、56、61歳の男女
※平成26年３月31日での年齢
●受診期間…平成26年２月28日㈮まで
●受診方法／個別検診または集団検診
問健康対策課
　☎０５０（３３８１）５１４１

がん市民公開講座
と９月28日㈯　午後１時30分～４時
ば島原文化会館
な「あなたの胃は大丈夫？」をテーマ
に、胃の検診や胃がんの治療など、医
師による講演会
り無料
問長崎県島原病院 地域医療支援センター
　☎０９５７（６３）１１４５

動物愛護週間

　９月20日～26日は動物愛護週間で
す。島原獣医師会では、楽しく学べる
各種イベントを開催します。
と９月22日㈰
　午後３時～５時（雨天決行）
ば県南保健所
な「長寿犬表彰」「動物カルトクイズ」
「ふれあいミニ動物園」「しつけ方教
室」「ペットの無料相談所」「犬猫譲
渡会＆里親募集掲示板」
問環境課
　☎０５０（３３８１）５０４１
　または県南保健所　衛生環境課
　☎０９５７（６２）３２８８

里親出前講座
　県では、さまざまな事情で親と暮ら
せない子どもを家庭に受け入れて育て
る里親制度のことを広く知ってもらう
ために、里親制度の説明会および相談
会を開催します。
と10月18日㈮
ば愛野公民館（雲仙市）
と10月25日㈮
ば西有家総合学習センターカムス
と11月15日㈮
ば森岳公民館（島原市）
●開催時間共通：午後７時～８時
り無料
も不要
問長崎こども・女性・障害者支援セン
　ター　相談支援課
　☎０９５（８４４）６１６６

　老齢基礎年金（原則65歳から支給開始）は、20
歳から60歳になるまでの40年間保険料を納付しな
ければ、その満額を受給することができません。
　国民年金保険料の納め忘れなどにより、保険料の
納付済み期間が40年に満たない場合は、60歳から
65歳になるまでの間に国民年金に「任意加入」し
て保険料を納めることにより、満額へ近づけること
ができます。

　なお、老齢基礎年金を受給するためには「保険料
納付済み期間および保険料免除期間などが合計25
年以上」必要となりますが、この要件を満たしてい
ない場合に限り、70歳になるまで任意加入するこ
ともできます。
　また、海外在住の日本国籍を持つ人も、国民年金
に任意加入することができます。
　詳しくは、年金事務所または市役所各支所へお問
い合わせください。

問 日本年金機構諫早年金事務所　☎０９５７（２５）１６６６ 　　
　 南島原市 保険年金課  ☎050（3381）5039 または 各支所

教えて！国民年金 ご存知ですか？「国民年金任意加入制度」
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お問い合わせは…南島原市役所　☎０５０（３３８１）５０００ くらしの情報
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